
 
 

    

 

天
変
地
異 

 
 

今
年
は
台
風
や
地
震
が
た
い

へ
ん
多
く
日
本
列
島
に
襲
い
か

か
っ
て
い
ま
す
。
西
日
本
の
記

録
的
な
豪
雨
、
相
次
い
で
上
陸

し
て
く
る
台
風
、
北
海
道
で
起

き
た
震
度
七
の
地
震
と
ブ
ラ
ッ

ク
ア
ウ
ト(

電
源
麻
痺)
な
ど
、

被
害
は
広
範
囲
に
及
び
、
地
域

の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や
日
本
経
済

に
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い
ま

す
。
こ
ん
な
に
自
然
災
害
に
見

舞
わ
れ
る
事
は
過
去
に
な
か
っ

た
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。
今
日

ま
で
構
築
し
て
き
た
高
度
な
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
の
弱
点
を
さ

ら
け
出
し
、
大
規
模
化
す
る
災

害
に
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
い

く
の
か
、
今
後
の
「
減
災
」
に

ど
う
生
か
す
の
か
、
危
機
管
理

の
総
点
検
が
必
要
に
な
っ
て
い

ま
す
。 

 

総
裁
選
挙 

 

国
政
で
は
総
理
大
臣
を
決
め

る
自
民
党
総
裁
選
が
終
わ
り
、

安
倍
首
相
が
大
方
の
予
想
通
り
、

連
続
三
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

敗
れ
た
石
破
氏
は
善
戦
し
、
党

員
票
で
は
予
想
を
超
え
る
十
県

で
首
相
を
上
回
る
結
果
を
残
し

ま
し
た
。
こ
の
要
因
は
、
安
倍

首
相
が
行
っ
て
き
た
政
権
運
営

に
問
題
が
あ
る
と
私
は
思
っ
て

い
ま
す
。
国
民
が
多
く
反
対
す

る
法
案
に
強
行
採
決
を
繰
り
返

す
強
引
な
国
会
運
営
、
改
ざ
ん
、

隠
蔽
、
は
ぐ
ら
か
し
で
、
森
友
・

加
計
学
園
問
題
も
中
途
半
端
で

逃
げ
て
い
る
よ
う
な
姿
勢
、
言

葉
だ
け
の
「
謙
虚
」「
丁
寧
」
と

い
う
繰
り
返
し
に
、
人
間
の
嘘

を
感
じ
て
し
ま
う
虚
し
さ
、
こ

れ
ら
は
「
信
頼
で
き
な
い
」「
地

方
を
向
い
て
い
な
い
」
と
い
う

“
反
”
安
倍
の
党
員
票
を
多
く

生
み
出
し
た
要
因
に
な
っ
た
も

の
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

安
倍
首
相
に
は
、
自
己
保
身

に
陥
る
こ
と
な
く
、
政
治
の
信

頼
回
復
に
努
め
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
特
に
、
本
質
的
な
問

題
で
あ
る
「
人
口
減
少
問
題
と

高
齢
化
の
進
展
」
は
国
民
と
の

信
頼
関
係
を
立
て
直
し
た
上
で
、

一
強
政
権
だ
か
ら
こ
そ
取
り
組

め
る
難
問
と
し
て
果
敢
に
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。
総
裁
選
の
公
約
と
し
て
「
人

生
百
年
時
代
」、
全
世
代
型
の
社

会
保
障
制
度
に
向
け
て
三
年
で

改
革
す
る
と
い
う
決
意
を
首
相

は
述
べ
て
い
ま
し
た
が
、
年
金

受
給
開
始
年
齢
の
選
択
肢
を
七

十
歳
超
に
も
広
げ
る
だ
け
で
な

く
、
抜
本
的
な
改
革
、
国
民
の

嫌
が
る
政
策
を
打
ち
出
し
て
解

決
へ
の
道
標
を
三
年
で
提
示
し

て
ほ
し
い
と
念
願
し
て
い
ま
す
。 

そ
し
て
、
私
が
安
倍
首
相
に

最
後
の
三
年
間
で
改
善
・
実
現

し
て
も
ら
い
た
い
こ
と
は
、
増

え
続
け
る
非
正
規
労
働
者
や
女

性
労
働
者
な
ど
の
問
題
、
非
正

規
労
働
者
を
安
定
さ
せ
、
正
規

労
働
者
も
納
得
す
る
よ
う
な
対

策
に
努
め
て
ほ
し
い
で
す
。
も

う
一
つ
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
や
民
放
な

ど
の
メ
デ
ィ
ア
に
対
す
る
政
権

の
監
視
、
批
判
の
制
限
な
ど
、

報
道
の
自
由
へ
の
攻
撃
を
終
わ

ら
せ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
労
働
改
革
と
真
の
報
道
の

自
由
を
実
現
し
て
ほ
し
い
と
懇

願
い
た
し
ま
す
。 

 

東
京
オ
リ
パ
ラ 

 

来
年
二
〇
一
九
年
は
、
天
皇

陛
下
の
退
位
と
皇
太
子
の
即
位

が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は

平
成
最
後
の
年
、
新
た
な
元
号

と
な
る
来
年
、
二
〇
二
〇
年
の

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
と
時
代
は
続
い
て
い

き
ま
す
。 

持
続
可
能
で
住
み
よ
い
国
、

日
本
の
創
造
に
政
権
は
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

         
 

『
政
治
に
無
関
心
で
も
生
き
て

い
く
こ
と
は
で
き
る
が
、 

政
治
に
無
関
係
で
は
、
け
し
て
生

き
て
い
く
こ
と
は
で
き
な
い
』 
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印南 宏 現在の主な役職 
 
我孫子市議会 
環境都市常任委員 
議会改革特別委員会 副委員長 
会派「あびこ未来」代表 
成田線を便利にする議員の会 副会長 

 
連合千葉 
連合千葉議員団会議 前幹事長 

 
電機連合 
電機連合議員団会議 ブロック幹事 

 
その他 
我孫子市サッカー協会 顧問 
我孫子市ソフトボール協会 顧問 など 

我孫子市少年サッカー大会

顧問として挨拶 

 



◆
九
月
定
例
市
議
会
◆ 

 九
月
三
日(

月)

～ 

九
月
二
十
七
日(

木)

二
十
五
日
間 

 

三
十
年
度
の
中
間
期
で
あ
る
九
月

議
会
、
主
な
議
案
は
、
地
方
交
付
金

や
国
庫
支
出
金
な
ど
の
額
が
確
定
し

た
こ
と
に
伴
う
、
三
十
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
（
七
億
六
千
二
百
万
円

を
追
加
、
補
正
後
、
一
般
会
計
予
算

は
三
百
九
十
億
一
千
九
百
万
円
）、
二

十
九
年
度
の
一
般
会
計
決
算
と
水
道

事
業
決
算
の
認
定
、
手
数
料
条
例
や

火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正
、
天
王

台
六
丁
目
地
区
雨
水
幹
線
整
備
の
工

事
請
負
契
約
、
教
育
委
員
と
人
権
擁

護
委
員
を
任
命
す
る
人
事
案
件
な
ど
、

議
案
二
十
件
、
す
べ
て
可
決
・
承
認

さ
れ
た
。 

 

請
願
関
係
で
は
、
印
南
が
紹
介
議

員
と
な
っ
た
、「
国
に
お
け
る
平
成
三

十
一
年
度
教
育
予
算
拡
充
に
関
す
る

意
見
書
」
提
出
を
求
め
る
請
願
、「
義

務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
に

関
す
る
意
見
書
」
提
出
を
求
め
る
請

願
を
全
会
一
致
で
可
決
、
湖
北
台
団

地
自
治
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
「
都
市

再
生
機
構
管
理
の
賃
貸
住
宅
を
公
共

住
宅
と
し
て
維
持
す
る
と
共
に
継
続

居
住
者
の
生
活
の
安
定
を
求
め
る
請

願
書
」
を
可
決
、
内
閣
総
理
大
臣
や

関
係
す
る
各
大
臣
に
送
付
し
ま
し
た
。 

 

九
月
定
例
市
議
会
は
各
会
派
に
よ

る
代
表
質
問
、
そ
し
て
個
人
質
問
が

行
わ
れ
、
三
日
間
で
十
二
名
の
議
員

が
登
壇
し
た
。
一
般
質
問
日
の
初
日
、

清
風
会
の
代
表
質
問
に
答
え
る
形
で
、

星
野
市
長
は
、
任
期
満
了
に
伴
う
我

孫
子
市
長
選
（
来
年
一
月
十
三
日
告

示
、
二
十
日
投
開
票
）
に
四
期
目
を

目
指
し
て
立
候
補
す
る
こ
と
を
表
明

し
た
。
現
段
階
で
は
立
候
補
を
表
明

し
た
方
は
他
に
い
な
い
。
来
年
は
市

長
選
の
他
、
四
月
の
県
議
選
、
七
月

の
参
院
選
、
十
一
月
の
市
議
選
と
四

年
に
一
度
、
我
孫
子
市
は
一
年
中
が

選
挙
の
年
と
な
る
。 

 
                    

 

宏
は
こ
う
考
え
る 

 

～
中
央
省
庁
の
障
が
い
者
雇
用
水

増
し
問
題 
 

先
導
役
が
ご
ま

か
す
罪
深
さ
～ 

 

国
土
交
通
省
や
総
務
省
な
ど
の
中

央
省
庁
が
障
が
い
者
の
雇
用
割
合
を

四
十
二
年
間
に
わ
た
り
水
増
し
を
し

て
い
た
。
障
が
い
者
の
雇
用
と
自
立

支
援
を
促
進
す
べ
き
先
導
役
が
信
じ

が
た
い
背
信
行
為
で
あ
る
。
民
間
企

業
は
雇
用
率
を
達
成
し
て
い
な
い
と

労
働
局
か
ら
厳
し
い
指
導
を
受
け
、

従
業
員
百
人
以
上
の
企
業
は
未
達
成

分
一
人
当
た
り
、
月
五
万
円
の
納
付

金
が
課
せ
ら
れ
る
。
改
善
し
な
い
と

企
業
名
が
公
表
さ
れ
る
な
ど
、
国
か

ら
制
裁
を
受
け
る
。
何
を
信
じ
て
良

い
の
か
、
途
方
に
暮
れ
る
。
長
年
に

わ
た
っ
て
見
過
ご
し
て
き
た
厚
生
労

働
省
の
責
任
は
重
い
。
政
治
が
率
先

し
て
調
査
の
役
割
を
果
た
す
べ
き
な

の
だ
が
、
動
き
は
鈍
い
。
全
容
解
明

に
は
、
ほ
ど
遠
い
状
況
で
あ
る
。 

           

我
孫
子
市
に
お
け
る
障
が
い
者
雇

用
率
は
平
成
三
十
年
六
月
時
点
、
市

長
部
局
が
二
．
八
七
％
、
教
育
委
員

会
が
二
．
七
三
％
と
総
務
課
よ
り
回

答
を
い
た
だ
い
て
い
る
。（
法
定
雇
用

率
、
二
十
九
年
度
二
．
三
％
／
三
十

年
度
二
．
五
％
） 

し
か
し
、
そ
の
後
、
障
が
い
者
雇

用
率
の
算
定
の
際
、
一
部
の
非
常
勤

職
員
に
つ
い
て
、
参
入
す
る
必
要
が

あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
な
ど
、
精
査

の
必
要
が
生
じ
て
い
る
。
我
孫
子
市

は
全
国
有
数
の
非
常
勤
職
員
が
多
く

働
い
て
い
る
自
治
体
で
あ
り
、
雇
用

率
は
い
た
だ
い
た
回
答
よ
り
、
少
し

下
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

た
だ
し
、
我
孫
子
市
は
対
象
の
障

が
い
者
の
計
上
に
つ
い
て
、
い
ず
れ

の
障
害
も
手
帳
に
よ
る
確
認
を
行
っ

て
お
り
、
不
正
な
参
入
等
は
一
切
な

か
っ
た
。
ま
た
、
二
十
九
年
度
、
六

月
一
日
時
点
の
障
が
い
者
任
免
状
況

の
再
点
検
で
も
、
障
が
い
者
の
雇
用

者
数
に
つ
い
て
、
充
た
し
て
い
た
こ

と
は
判
明
し
て
い
る
。 

今
後
、
我
孫
子
市
は
今
回
の
水
増

し
の
疑
念
を
払
う
た
め
に
障
が
い
者

雇
用
状
況
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
毎
年
広

報
で
公
表
し
て
い
る
「
人
事
行
政
の

運
用
状
況
」
の
中
に
、
条
例
で
は
入

っ
て
い
な
い
が
、
障
が
い
者
雇
用
の

状
況
を
積
極
的
に
入
れ
る
な
ど
、
よ

り
拓
か
れ
た
行
政
を
行
っ
て
い
く
べ

き
と
考
え
て
い
る
。 
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私のスローガン  「住んでよかった」そして「住んでみたい」と言われる街に 

 

 

 

９月定例市議会 個人質問の様子 

９月定例市議会　印南宏の個人質問
■コミュニティ行政
　　1）まちづくり協議会と近隣センター
　　2）地域会議の現状と課題
　　3）地域担当制の導入
　　4）近隣センターの施設内容の点検・整備（布佐南近隣）
■農業行政
　　1）我孫子市エコ農業推進基本方針
　　2）農業者への支援、連携施策
　　3）アクションプランの今後
■交通行政
　　1）成田線の利便化
　　2）成田線活性化推進協議会の活動
　　3）成田線開通120周年記念事業

 

 

 



＊詳細は議会だより、 
市議会 HP の録画等、 

いつでもみることができます＊  
http//www.discussvision. 

net/abikosi/2.html 

 

 

～
ふ
る
さ
と
納
税
と
我
孫
子
市
～ 

 
九
月
補
正
予
算
で
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
寄
附
者
贈
答
品
百
十
三
万
四
千

円
（
三
百
五
十
件
）
が
計
上
さ
れ
た
。

こ
れ
は
当
初
予
算
に
計
上
し
て
い
た
、

我
孫
子
市
へ
寄
附
し
た
方
へ
の
贈
答

品
分
二
百
二
十
六
万
八
千
円
（
七
百

件
）
で
は
、
足
り
な
く
な
る
恐
れ
が

で
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
我
孫
子
市

へ
の
他
市
か
ら
の
寄
附
金
、
ふ
る
さ

と
納
税
が
増
え
た
こ
と
は
良
い
こ
と

だ
が
、
逆
に
考
え
る
と
我
孫
子
市
民

が
行
う
他
市
へ
の
寄
附
金
も
多
く
な

っ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。 

我
孫
子
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
は
、

平
成
二
十
九
年
度
、
市
税
の
減
収
額

は
約
一
億
一
千
六
百
万
円
。
三
十
年

度
は
、
一
億
五
千
九
百
万
円
の
市
税

の
減
収
と
な
る
。 

ふ
る
さ
と
納
税
と
は
、
十
年
前
、

地
方
税
法
の
改
正
で
創
設
さ
れ
た
制

度
。
自
分
の
選
ん
だ
自
治
体
に
寄
付

す
る
こ
と
で
、
金
額
が
二
千
円
を
超

え
る
部
分
に
つ
い
て
、
所
得
税
と
住

民
税
か
ら
原
則
と
し
て
全
額
控
除
さ

れ
る
制
度
で
あ
る
。（
一
定
の
上
限
あ

り
。）
制
度
本
来
の
狙
い
は
「
生
ま
れ

育
っ
た
ふ
る
さ
と
に
貢
献
で
き
る
制

度
」「
自
分
の
意
思
で
応
援
し
た
い
自

治
体
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
制
度
」

で
あ
っ
た
の
だ
が
、
現
実
に
は
選
ぶ

自
治
体
を
「
返
礼
品
」
で
決
め
る
人
々

が
極
め
て
多
い
こ
と
や
届
い
た
返
礼

品
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
売
買
す
る

他
、
節
税
の
目
的
で
高
額
寄
付
を
す

る
者
が
多
く
み
ら
れ
る
な
ど
、
応
援

寄
附
金
と
い
う
本
来
の
趣
旨
を
逸
脱

し
て
い
る
。
つ
い
に
、
総
務
省
が
ふ

る
さ
と
納
税
制
度
の
見
直
し
に
動
き

出
し
た
。 

ふ
る
さ
と
納
税
が
集
ま
る
自
治
体
、

例
え
ば
、
大
阪
府
泉
佐
野
市
は
昨
年
、

百
三
十
五
億
円
の
寄
付
額
が
あ
っ
た
。

返
礼
品
は
ウ
ナ
ギ
、
ビ
ー
ル
な
ど
で

地
元
の
特
産
品
で
は
な
い
。
泉
佐
野

市
は
大
い
に
潤
い
、
住
民
が
居
住
地

以
外
の
自
治
体
に
寄
付
す
る
こ
と
は
、

居
住
す
る
自
治
体
に
入
る
税
金
が
少

な
く
な
る
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
は
自

治
体
の
財
政
に
反
映
さ
れ
、
ひ
い
て

は
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ
な
が

る
こ
と
に
な
っ
て
く
る
。
ふ
る
さ
と

納
税
の
制
度
が
元
々
の
趣
旨
に
立
ち

返
っ
て
、
地
方
を
元
気
に
す
る
真
の

制
度
と
し
て
運
営
さ
れ
る
こ
と
を
国

は
早
急
に
見
直
し
を
行
っ
て
ほ
し
い
、

心
か
ら
そ
う
願
っ
て
い
る
。 

 
           

会
派
代
表
質
問
よ
り 

～
ど
う
す
る
猛
暑
へ
の
対
応 

（
教
育
行
政
）
～ 

 

こ
の
夏
は
、
史
上
最
高
の
気
温
を

観
測
す
る
な
ど
、
猛
烈
な
暑
さ
に
見

舞
わ
れ
た
。
こ
の
暑
さ
は
今
年
だ
け

の
現
象
で
は
な
く
、
さ
ら
に
温
暖
化

が
進
み
、
猛
暑
を
想
定
し
た
対
応
が

急
務
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
、
子
ど

も
達
へ
の
対
応
は
命
に
か
か
わ
る
だ

け
に
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
今
年
七

月
、
愛
知
県
豊
田
市
の
小
学
一
年
生

が
熱
中
症
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。
我

孫
子
市
で
も
、
こ
の
夏
、
熱
中
症
で

学
校
か
ら
救
急
搬
送
さ
れ
た
児
童
が

四
名
い
た
と
報
告
を
受
け
て
い
る
。 

私
は
部
活
動
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

現
在
、
策
定
中
の
「
部
活
動
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
指
針
の
中
に
、
暑
さ
が
ピ

ー
ク
に
な
る
時
間
帯
の
活
動
の
自
粛 

や
部
活
動
の
顧
問
を
対
象
と
し
た
熱

中
症
の
危
険
性
を
学
ぶ
た
め
の
研
修

な
ど
が
必
要
だ
と
考
え
る
。
ま
た
、

ハ
ー
ド
面
で
も
暑
さ
の
対
策
が
重
要

で
あ
る
。
我
孫
子
市
は
厳
し
い
財
政

状
況
の
な
か
で
、
す
で
に
全
小
・
中

学
校
の
教
室
に
ク
ー
ラ
ー
を
設
置
し

た
が
、
各
学
校
の
体
育
館
で
も
空
調

設
置
な
ど
の
暑
さ
対
策
が
必
要
で
あ

る
。
文
科
省
の
補
助
金
を
活
用
す
る

な
ど
、
早
急
な
整
備
を
要
望
し
た
い
。 

体
育
館
は
集
会
や
部
活
動
の
利
用

だ
け
で
な
く
、
地
震
や
豪
雨
の
際
、

避
難
場
所
と
な
る
。
こ
の
夏
の
西
日

本
の
豪
雨
で
も
体
育
館
は
避
難
場
所

と
し
て
、
そ
の
暑
さ
が
逆
に
問
題
視

さ
れ
て
い
た
。
子
ど
も
の
教
育
環
境

と
被
災
者
支
援
の
観
点
か
ら
、
学
校

体
育
館
の
暑
さ
対
策
を
提
案
す
る
。 
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私のスローガン  「住んでよかった」そして「住んでみたい」と言われる街に 

 

 

印南が代表を務める会派
「あびこ未来」代表質問

●財政指数
　 1）我孫子市の財政状況
   2）新クリーンセンターと財政
●教育行政
　 1）猛暑への対応
　　　　（部活、体育館の冷暖房装置他）
　 2）働き方改革
　　　　（勤務実態と管理、部活ガイドライン他）  

私、印南宏は、「石上としお」さんの活動を応援しています。 

 

 



 

  

◆
人
生
百
年
時
代
、
自
分
の
健
康
を

ど
の
よ
う
に
維
持
し
て
い
く
の
か
、

晩
酌
を
し
な
が
ら
考
え
る
こ
と
が
あ

る
。
最
近
は
散
歩
や
テ
ニ
ス
な
ど
も

始
め
た
。
ま
た
、
我
孫
子
市
民
体
育

館
に
行
っ
て
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
を
利
用
す
る
こ
と
も
あ
る
。
四
年

前
、
市
民
体
育
館
の
管
理
運
営
を
ア

ク
シ
オ
・
フ
ク
シ
共
同
事
業
体
（
指

定
管
理
者
）
が
請
け
負
う
形
に
な
っ

て
、
随
分
と
サ
ー
ビ
ス
が
向
上
し
た
。

一
回
一
時
間
の
利
用
料
が
百
九
十
円

（
六
十
五
歳
以
上
な
ら
九
十
円
）、
こ

ん
な
に
安
く
て
、
丁
寧
な
指
導
を
し

て
く
れ
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
は
他

に
な
い
。
是
非
、
多
く
の
方
の
利
用

を
お
勧
め
し
た
い
。
し
か
し
ハ
ー
ド

面
で
は
昭
和
六
十
一
年
に
竣
工
し
た

体
育
館
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。

先
日
も
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
は
雨
が
降
る

度
に
、
奥
の
一
面
が
使
用
不
能
と
な

る
。
雨
漏
り
が
原
因
な
の
だ
が
、
約

一
年
半
も
前
か
ら
原
因
が
わ
か
ら
ず

改
善
が
進
ま
な
い
。
九
月
議
会
の
二

十
九
年
度
決
算
審
査
で
、
雨
漏
り
調

査
委
託
料
が
計
上
さ
れ
て
い
た
の
で
、

こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
早
期
の
改

善
を
強
く
要
望
し
た
。
今
月
か
ら
サ

ブ
ア
リ
ー
ナ
の
屋
根
、
全
面
改
修
に

着
手
す
る
が
、
十
二
月
の
完
成
ま
で

雨
が
降
る
た
び
に
指
定
管
理
者
が
ブ

ル
ー
シ
ー
ト
を
置
い
て
雨
水
対
策
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
設
置
管
理

者
で
あ
る
我
孫
子
市
と
し
て
、
よ
り

市
民
に
喜
ば
れ
る
市
民
体
育
館
に
す

る
た
め
の
努
力
を
促
し
た
い
。 

 ◆
私
た
ち
の
生
活
で
な
く
て
は
な
ら

な
い
水
道
。
今
、
国
会
で
は
水
道
法

の
改
正
に
動
き
出
し
て
い
る
。
背
景

に
は
、
こ
こ
に
も
人
口
減
少
が
あ
る
。

水
需
要
の
減
少
、
水
道
施
設
の
老
朽

化
、
深
刻
化
し
て
い
る
人
材
の
不
足

な
ど
、
直
面
し
て
い
る
諸
課
題
に
対

応
し
、
水
道
を
持
続
可
能
な
事
業
に

し
て
い
く
こ
と
は
国
と
し
て
の
絶
対

条
件
で
あ
る
。
現
在
、
水
道
事
業
は

公
営
企
業
と
し
て
、
企
業
会
計
に
基

づ
き
、
原
則
と
し
て
独
立
採
算
制
で

運
営
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
住
ん

で
い
る
自
治
体
で
水
道
料
金
の
違
い

が
あ
る
。
全
国
に
水
道
事
業
体
（
局
）

は
約
千
四
百
あ
る
が
、
事
業
の
規
模
、

職
員
数
、
経
営
状
況
も
バ
ラ
バ
ラ
、

特
に
小
規
模
の
水
道
事
業
体
は
老
朽

化
し
た
水
道
管
の
維
持
す
ら
難
し
い

状
況
に
あ
る
。
改
正
法
の
目
的
と
し

て
、
老
朽
化
し
た
水
道
施
設
の
更
新

に
民
間
資
金
を
活
用
す
る
道
を
開
く

こ
と
や
新
た
に
水
道
施
設
運
営
権
を

設
定
し
、
民
間
事
業
者
に
よ
る
水
道

の
管
理
・
運
営
を
可
能
に
す
る
（
Ｐ

Ｆ
Ｉ
・
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
）
こ
と
に

あ
る
。
我
孫
子
市
水
道
は
経
営
が
安

定
し
て
い
る
事
業
体
で
あ
り
、
水
道

法
改
正
後
、
す
ぐ
に
民
営
化
な
ど
の

動
き
は
な
い
が
、
海
外
で
民
営
化
し

た
水
道
事
業
が
経
営
第
一
主
義
の
中
、

水
質
の
悪
化
、
供
給
の
停
滞
、
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
低
下
、
料
金
ア
ッ
プ
な

ど
で
失
敗
し
た
事
例
が
大
き
く
報
道

さ
れ
て
い
る
。
水
道
法
の
改
正
に
つ

い
て
も
市
民
の
皆
さ
ん
の
監
視
の
目

を
強
化
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

 

◆
来
年
、
我
孫
子
市
は
選
挙
の
年
を

迎
え
る
。
平
成
三
十
一
年
一
月
二
十

日
（
日
）
は
我
孫
子
市
長
選
挙
の
投
・

開
票
日
、
四
月
は
千
葉
県
議
会
議
員

選
挙
、
七
月
は
参
議
院
議
員
選
挙
、

十
一
月
に
は
我
孫
子
市
議
会
議
員
選

挙
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
九
月
議
会

で
は
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
、
我
孫

子
駅
北
側
地
区
の
投
票
区
の
再
編
と

期
日
前
投
票
所
の
開
設
が
提
示
さ
れ

た
。
十
月
の
定
例
選
挙
管
理
委
員
会

で
決
定
さ
れ
る
。
変
更
の
理
由
は
投

票
区
一
か
所
当
た
り
の
不
均
衡
を
是

正
し
、
ス
ム
ー
ズ
な
投
票
を
行
う
為

で
あ
る
。
人
口
が
増
加
し
て
い
る
地

区
で
も
あ
り
、
期
日
前
投
票
も
新
た

に
、
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
我
孫
子
店
内

に
あ
る
「
あ
び
こ
市
民
プ
ラ
ザ
」
を

投
票
日
の
前
日
と
前
々
日
の
二
日
間

を
設
置
す
る
。
さ
て
、
現
職
の
星
野

市
長
は
九
月
議
会
の
初
日
の
一
般
質

問
日
に
、
四
選
に
向
け
て
早
々
に
立

候
補
を
表
明
し
た
。
現
段
階
で
は
他

に
立
候
補
を
表
明
し
た
方
は
い
な
い
。

こ
の
ま
ま
、
無
投
票
に
な
る
の
か
、

否
か
。
わ
か
ら
な
い
が
、
過
去
の
市

長
選
挙
、
平
成
十
九
年
、
平
成
二
十

三
年
、
平
成
二
十
七
年
、
い
ず
れ
も

二
人
の
立
候
補
者
に
よ
る
一
騎
打
ち

の
形
で
あ
っ
た
。
投
票
率
は
、
二
十

七
年
は
三
十
二
．
五
二
％
で
あ
り
、

市
長
選
挙
は
十
人
の
有
権
者
の
内
、

三
人
の
投
票
に
よ
っ
て
市
長
が
決
ま

っ
て
い
る
。
そ
れ
で
良
い
の
か
。
来

年
の
市
長
選
挙
で
は
十
八
歳
か
ら
の

有
権
者
の
投
票
も
含
ま
れ
る
が
、
平

成
二
十
七
年
の
市
長
選
挙
で
は
二
十

歳
～
二
十
四
歳
ま
で
が
投
票
率
十
六
．

三
八
％
、
二
十
五
歳
～
二
十
九
歳
ま

で
が
十
五
．
一
七
％
で
あ
っ
た
。
若

い
方
々
が
投
票
に
行
き
た
い
と
感
じ

ら
れ
る
よ
う
な
、
未
来
の
我
孫
子
を

占
う
、
輝
か
せ
る
よ
う
な
市
長
選
挙

に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。 
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